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本日の内容
・教育方針

皆川勝 学校長
・教育プログラム
・各教科入試アドバイス
・入試要項

草間雅行 副校長



本校の教育方針
学校長 皆川勝

I. 建学の精神と校訓
II. 主体的な学び
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I．建学の精神と校訓

建学の精神「公正・自由・自治」
校訓「誠実・自主・遵法・協調」
言葉の意味について折に触れて考
えながら、その実現を図るため実践

人としての基礎と心構えを身に着ける
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校訓「誠実・自主・遵法・協調」

「誠実」 いつわりなく心を込めること
公正、自らを尊ぶ、恥を知る、正直・
公平など
人を思いやる心

社会人になるための人間形成は
学力や能力の向上と同じように重要
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校訓「誠実・自主・遵法・協調」

「自主」 自ら進んで行動すること
「自立」自分自身の力で立つ
「自律」善悪等の判断を自分で行う

自ら進んで、自立・自律して
行動できる社会人となる 6



校訓「誠実・自主・遵法・協調」

「遵法」 ルールの意味を理解、自分
自身で善悪の判断をして行動
「協調」 理解し合い、協力して対処

よく考え、自分の考えを
他者に押し付けず連携

7



建学の精神
「公正・自由・自治」を実現

幅広く深い知識・知恵を得ることで、
進路など選択肢がある中で、

選択できる力を持つ、
選択する自由を持つ

生徒ひとりひとりが夢を持ち、
夢を実現する自由を得る
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II．主体的な学び
1)主体的に学び、探求

海外では生徒も学生もstudents

「勉強する」、「研究する」、「何かに
没頭する」者がstudents

「自ら学ぶ」気持ちを大切にして、
先生方が全力で

学びに没頭する生徒を応援 9



II．主体的な学び
2)学ぶとは参画すること

6年一貫で着実な学力形成
豊富な体験的、探求的な学習
学校行事に主体的に参画

学力形成、生活習慣と学習習慣。
経験や知識・知恵が蓄積され，
将来にとってかけがえのない財産 10



II．主体的な学び
3)近くで見守る先生

先生は干渉ではなく、「見守り」
先生との濃密なコミュニケーション
近い距離で見守る先生との信頼感

悩みを自力で乗り越え、
自分の進むべき道を見いだしたとき、

生徒は大きく成長 11



II．主体的な学び
4)保護者と先生の距離

毎週発行の「学年通信」
年３回実施の保護者会や個人面談
学年ごとの直通電話など

親と距離を取りたがる生徒など
「学校生活が見えなくて…」
という保護者のご心配を解消 12



おわりに

都市大グループの
グループ歌「夢に翼を」

夢を実現するための
大きく強い翼をもって、

本当の自由を得て羽ばたけるように
全力で生徒を応援する学校です
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教育プログラム

教諭 菊野 暁

♠授業
♥行事
♦クラブ
♣進路



2013年度より

コース制
導入

深度が異なる

Ⅱ類(最難関国公立大)

中１募集時２クラス
学年進行でクラス増

Ⅰ類(難関国公立私大)

中１募集時４クラス



ゆとりと充実の授業体制
週６日・３学期制

１時限５０分、週３４時限
■先取り：中学の範囲は中２

高校の範囲は高２で終了

■中学英語：週７時間

（ネイティブTT、マンツーマン英会話）

■高２数学・古典：全員必修



感覚を思考に昇華する

科学実験
中学３年間で

60テーマ
６つの実験室
20人クラス
２時間連続



協働→創造→発信
のツールとして

ICT情報



自習室 図書館
東大生チューター

学習習慣
をサポート

基礎補習 ラウンジ
英数 指名制



英検講座（費用負担なし）

集中講習（費用負担なし）
夏:4日間×3 冬:3日間×2  春:3日間×2

学習合宿（実費負担）

高校２・３年 夏５泊６日

高校１年 夏３泊４日

オンライン添削



コミュニケーション
を育む行事
中学１・２年 弁論大会



中３キャリアスタディ

卒業生が支援

研修先33社（19年度）

自分を知る 社会と関わる



進路を拓く
スポーツが人々に夢を与え続けるために

わが国の財政再建への道筋

宇宙開発から宇宙ビジネスへ

各都道府県の郷土料理の塩分量と胃ガン
の罹患率は関係があるのか？ etc.

高１中期
修了論文



希望者・夏休み

高1ＮＺ語学研修
３週間

中3マレーシア
異文化体験

10日間

現地校の授業を海外
ホームスティ



英検準一級を目指す
ＮＺ名門校で

3か月ターム留学
中学3年
1月～3月



中3・3月 3泊4日

京都・奈良旅行
高1・3月 6泊8日

北米研修旅行

全員参加の旅行行事



勉強もクラブも

100対100



加入率
中学 93％(2019年度)

高校 90％(高1・2)



「好き」が見つかる

文化部 １０
運動部 １７
一部同好会、一部高校のみ



人気スポーツで活躍

中学陸上部 都区部大会 ９位

中学テニス部 新人大会シングルス 準優勝

同大会ダブルス 準優勝

中学硬式野球 都支部予選 第３位

都支部予選 優勝！

高校サッカー部 都支部予選 第１位

高校卓球部 関東大会都予選 ベスト16 ・

都大会出場

都大会出場

2021年度

関東大会出場

都大会ベスト16

都大会ベスト32



難関大学合格者数推移

国公立81

早慶上理
263

GMARCH
397

527

392

741
現役生合格状況



難関国公立大学現役合格者数

旧帝大３５
東京６ 京都３
北海道１６ 東北４
名古屋３ 大阪１
九州２

一橋５ 東京工業３
信州医１ 長崎医１

難関国公立４５



難関私立大学現役合格者数

早慶上理 ２６３
早稲田９１ 慶應６１
上智３１ 東京理科８０

GMARCH ３９７
学習院３ 明治１７９
青学５２ 立教４３
中央８８ 法政３２
私大医 ２６

難関私立 ６８６



現役生進学状況
卒業生 285名

旧帝一工国医 41名

他国公立大 25名

早慶 49名

上理 27名

GMARCH 43名

私大医 7名

都市大 8名

他私大 36名

浪人 49名

早稲田大 29名

慶應義塾大 20名

明治大 17名

東京理科大 15名

北海道大 13名

中央大 13名

進学先トップ５



2022年度 入試要項

副校長 草間 雅行



本校のコロナ対応
・エントランスでのサーマルカメラでの検温

・試験監督員のフェイスシールドまたは

マウスシールドの着用

・2/1午後入試受験生の昼食会場（パーテーション付）

の設置（ただし受験生のみ）

・保護者控え室の設置（2/1は16時30分以降利用可能）

・試験会場の人数減（40名→35名）

・追試験の設定（2/26（土）午後 国語・算数）

→コロナ罹患者と濃厚接触者対象

※コロナ対応については、今後変更の可能性あり

（試験1週間前と当日は学校HPの確認をお願いします）



２０２２年度 入試概要

入試方式
一般入試 2/1,2,4,6 約240名
帰国生入試 1/6 若干名
グローバル入試 2/2 若干名

類型
Ⅱ類（最難関国公立大）

約80名（2クラス）

Ⅰ類（難関国公立私大）
約160名（4クラス）



帰国生入試出願資格

①海外就学期間が1年以上
＊日本の義務教育期間通算

②帰国3年以内
＊2022年度入学試験の出願時点

③その他応相談



２０２２年度 一般入試概要①

募集定員 約240名
約40名×6クラス

2月1日
午後

2月2日 2月4日 2月6日

Ⅱ類 40名 20名 10名 10名

Ⅰ類 80名 40名 20名 20名



２０２２年度 一般入試概要②

・出願時にⅡ類､Ⅰ類を選択

・Ⅱ類､Ⅰ類の入試は同一日程､
同一問題で実施
・Ⅱ類合格ライン

‖

Ⅰ類合格ライン＋10～20％



Ⅱ類・Ⅰ類合格ライン

（例）

第１回入試（300点満点）

Ⅰ類合格ライン：180点

Ⅱ類合格ライン：198～216点



２０２２年度 一般入試概要③

・スライド合格システム

・逆スライド合格システム

・再チャレンジ受験システム

Ⅱ類志望 Ⅱ類不合格でもⅠ類合格

Ⅰ類志望 Ⅱ類合格

Ⅰ類合格資格 Ⅱ類再チャレンジ

（入学はⅡ類・Ⅰ類選択可）



Ⅱ類・Ⅰ類合否の判定方法(例)

得点 志望 Ⅱ類の合否 Ⅰ類の合否

254 Ⅱ類 ○ ―

216 Ⅰ類 ○
逆スライド合格

○

201 Ⅰ類 ― ○

187 Ⅱ類 × ○
スライド合格

174 Ⅱ類 × ×

165 Ⅰ類 ― ×

Ⅱ類合格
ライン210

Ⅰ類合格
ライン180



２０２２年度 一般入試概要④

＜試験時間と配点＞

第１回（２／１午後） ２科・４科選択
社会・理科 時間合計45分 配点 各 50点

国語・算数 時間 各45分 配点 各100点

合計 ４教科 300点

第２～４回 ４科のみ

国語・算数 時間 各50分 配点 各100点

社会・理科 時間 各40分 配点 各 75点

合計 ４教科 350点



①２科・４科の選択制

試験開始 ４科 １５時１０分

２科 １６時１０分

②２科･４科 当日変更可能

１限:社･理 ２限:国 ３限:算

③２科･４科いずれも最初に国算で判定

次に国算社理の４科で判定

２月１日午後入試について



２科と４科の合否判定が異なった場合

（例１）

２科Ⅰ類合格、４科Ⅱ類合格

→Ⅱ類合格

（例２）

２科Ⅰ類合格、４科不合格

→Ⅰ類合格



２０２２年度 一般入試概要⑤

・受験料

何回受験しても25,000円

・入学手続き締切（WEB）

2月8日（火） 12時まで

・入学手続き時費用

5万円のみ（残りは4月）



２０２２年度 一般入試概要⑥

合否の判定法

各科基準点なし→合計点で判断

繰り上げ合格 電話にて

複数回受験優遇措置あり→Ⅰ類判定時

①繰り上げ合格を出す際

②第３回入試、第４回入試に加点措置



第３回入試
本校の入試を３回以上受験 ＋３点

第４回入試
本校の入試を３回受験 ＋３点
本校の入試を４回以上受験 ＋５点

いずれもⅠ類の合否判定のみ適用

加点措置について
（募集要項 P. 10）



インターネット出願について①
（募集要項 P.6）

窓口・郵送による出願なし
出願受付開始 1月10日(月・祝)９時
※データ入力 1/7(金)より可能
→受験票印刷は1/10以降再度ログイン
※入力時 20分の間→ログアウト

出願受付終了（インターネット）
２月１日 当日午後１時
２月２・４・６日 各当日午前７時



インターネット出願について②
（募集要項 P.6）

メールアドレス必要（緊急時にも使用）

受験料
クレジットカード・コンビニ・ペイジー

写真はアップロードまたは受験票に添付

受験票はご自宅等で印刷し当日持参



一般入試 試験当日の注意①

＜全日程共通＞

出校前に検温→37.5℃以上 ご遠慮を

マスクの着用

遅刻は試験開始後15分まで

受験生の受験会場 → 集合した順に着席

当日の持ち物 受験票・筆記用具

※定規・コンパス・上履きは不要

※受験票忘れた場合→事務室へ



一般入試 試験当日の注意②

＜第１回２/１午後入試＞

保護者の控え室（16時30分以降利用可）

受験生は可能な限り昼食を済ませてから
入校

昼食を外で取ることができない受験生用
に昼食会場は用意

保護者の方は１８時頃迄に控え室集合

※第１回以外は保護者控え室最初から設置



一般入試 合格発表

インターネット発表 すべて 当日夜

第１回 ２３時頃

第２～４回 １８時頃

閲覧方法 出願確認メール・受験票に記載

校内掲示発表 実施しません

入学手続方法

学校HP（「出願・合否・入学手続関係」）に掲載

※合格証 入学者に入学説明会（2/11）にて配付

希望者に事務室（2/14～18）にて配付



一般入試 入学手続
手続方法

インターネットによる入学手続

合格発表サイト→入学金決済サイト

手続期間

Web合格発表～2/8（火）１２時まで

Ⅰ類志望者の逆スライド合格の場合

「Ⅱ類入学」or「Ⅰ類入学」選択可能

2/11（金・祝）の入学説明会時に、

2種類（Ⅱ類・Ⅰ類）の誓約書を配付

→2/26（土）入学テスト時に提出



一般入試 繰り上げ合格

電話にて
２／ ８（火） １３時～

（入学手続締め切り日）

２／１１（金・祝）１３時～
（入学説明会実施日）

複数回受験者を優先



特別奨学金制度
（募集要項 P.6）

・A特別奨学生
入学金・授業料・施設設備費
維持費を給付

・B特別奨学生

A特の半額を給付
＊合格発表（インターネット）時にご通知
＊各回の合格者の上位３～７％以内



昨年度の特別奨学金制度

帰国
A方式

帰国
B方式

第１回 第２回 第３回 第４回
グロー
バル

A特 ０ ４ １５ ２ ２ １ １

B特 ２ ３ １５ ５ １ ３ ０

入学金・施設設備料・維持費・授業料
A特：全額給付 B特：半額給付



帰国生＆グローバル入試 説明相談
このあと会場前方で

個別見学会 12/18～27                

ミニ説明会 12/ 1(水) 10:00
(授業見学)  1/15(土) 10:00

新年度説明会 3/19(日)
(5年生以下)



１階、２階をご自由にご覧ください
施設見学（１～２階）
個別相談・在校生作品（２階）

ご質問は各所の教職員まで

アンケートはエントランスで回収します

生徒の個人情報に関わる撮影はお控えください

過去問題集2640円→2000円
正門脇守衛室にて販売

学校ＨＰに過去２年分の問題・解答用紙・正答例


